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「移動者マーケティング」を実現する
テクノロジーと顧客分析

カーナビやスマートフォン、タブレット端
末などのスマート・デバイスの普及に伴い、
人間の位置情報を利用した「移動者マーケ
ティング」という手法が注目されています。
書籍「移動者マーケティング」[1]によると
によると、消費者の50％以上は「非計画
来店の購買・購入」、つまり、ふらりと立
ち寄って思いつきで購入する“ 衝動買い ”
だと言います。そして、その立ち寄りを決
めるきっかけは、店舗の前で決めた人が約
３割、移動中に行先を決める人が約４割で
す。すなわち、移動中に接触した情報が来
店のきっかけとして大きな役割を果たして
います。また、店舗を認識してから入店を
決断するまでの時間は10秒と言われ、情
報をより早くタイムリーに提供することが
重要と言えます。
当コラムでは、スマート・デバイスや車か

ら得られる移動者の位置情報に合わせて、
効果的なキャンペーン情報を提供し購買行
動に寄与するテクノロジーをご紹介します。

リアルタイムなメッセージ送信に
利用するMQTT

電車や車などの乗り物に乗っている移
動者にキャンペーン・メッセージをタイム
リーに送付するには、軽量なMQTTとい
う通信プロトコルを利用するのが効果的
です。MQTTとは、Message Queuing 
Telemetry Transport の略で、軽量な
サブスクライブ／パブリッシュ型の主にデ
バイス間で使われる通信プロトコルです。
IBMが開発しオープンソース化したもの
で、実装が容易で、かつ固定長ヘッダーが
わずか２バイトとコンパクトなため、オー
バーヘッドが小さいのが特長です。これに
よりhttpプロトコルに比べ10～100倍の
スループットが実現できます。CPUへの
負荷も少なくバッテリー消費も少ないため、
モバイル機器との高速送受信に最適です。
MQTTプロトコルを送受信するブロー

カー・サーバーには、IBM MessageSight

［２］という大量メッセージングを処理する
アプライアンスが使え、同時に100万台の
デバイスとの秒あたり40万～ 1000 万を
超えるメッセージ送受信が可能です（図1）。
これなら、ターミナル駅など混雑した場所
での一斉送受信や、全国規模のモバイル・
ネットワークでも利用できそうです。

高速に効果的なキャンペーン判断を
行うストリーム・コンピューティング

とはいえ、効率的で効果的なキャン
ペーンを行うには、一律に位置情報とあ
らかじめ設定してもらっている興味分野
のメッセージを送るだけでは意味がありま
せん。ファッションに興味があり、かつ、
特定店舗の近所に来た人たち全員に、そ
の店舗の近くにいるというだけでキャン
ペーンのメッセージを送ってしまうと、「興
味のないメッセージが頻繁に届くだけ」と
受け取られかねず、スパムと感じてしまう
危険性をはらんでいます。利用者は、必
要な情報が来ないだけでなく、不必要な
情報が頻繁に来るだけでもそのアプリケー
ションを利用しなくなるため、その人の属性
（性別、世代、趣味など）に合った情報を
最初から提供することが重要になります。
そのためには、ブローカーとしてメッセー

ジを送受信するゲートウェイ・サーバーの
先に、その場所と人に応じて最適なキャン
ペーンを選択、送付するというビジネス・
ロジックを処理するバックエンド・サーバー
が必要になります。
しかしながら、秒 40万件を超える膨大
なメッセージを送受信できるゲートウェイ
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が存在するということは、バックエンド・
サーバーにはそれ以上の、つまり秒数
百万を超えるメッセージ処理性能が必要
になるということです。今までのオンライン・
トランザクション処理でさえ、秒数千～数
万トランザクションとなるとかなり大規模
なシステムが必要でした。その100 倍も
の桁違いの性能が求められるのですから、
これまでとは異なるテクノロジーが必要に
なってきます。
なぜ今までのテクノロジーに限界がある

かと言うと、今までのデータ処理基盤では
受信したデータをいったんディスクなどに
書き出してから処理をしていたので、ディ
スク容量の肥大化と処理時間の増大につ
ながっていました。またディスクは、主要
なシステム構成要素であるＣＰＵ、メモ
リー、ネットワークと比べて進化が遅く、
単位面積あたりの集積容量は増えても、単
体性能の進化は長い間ほとんど見られま
せんでした（注：昨今のFlash 技術などに
より、この分野も急激な進化が起きようと
しています）。従って、今までのデータ処
理基盤の限界は、ディスクへの書き出しを
前提としていたことによるものでした。そ
れを解決するための新しい考え方として、
ストリーム・コンピューティングが登場し
ました。ストリーミング技術は、一般的に
は音声や動画などのファイルを転送しなが
ら再生する方式として知られていますが、
そうした分野に限らず、大量でさまざまな
種類のデータをディスクへの書き出しを前
提とせず、リアルタイムに処理することが
可能になる技術でもあります。基本的には、
受信したデータをメモリ内で逐次処理しま
すが、必要に応じてディスクなどに書き出
しすることも可能です。

IBM InfoSphere Streamsを
利用した最適なキャンペーン判断

ストリーム・コンピューティングを実現
するソフトウェアである IBM InfoSphere 
Streams［３］は、流入する多種多様な
データをリアルタイムに分析、検知し、そ
の開発環境と分散で並列処理する実行環
境を提供しています。そのため、位置情
報に加え、その時の気温や天気、顧客属
性などに応じたキャンペーン内容をタイ
ムリーに選択し送付することが可能です。
IBM InfoSphere Streams は、今まで
のデータ処理基盤に比べ、低いスペックで
も十分に高速処理が可能で、秒 1万～数
百万メッセージの処理実績もあるため、高
性能な IBM MessageSightのバックエン
ド・サーバーとして最適です。

位置情報と販売実績を
組み合わせた顧客分析

さて、ストリーム処理でその人に合った
最適なキャンペーンを高速に判断して送る
というインフラは構築できそうですが、実
際に位置情報を利用した効果的なキャン
ペーンを実施するには、あらかじめどうい
う人にどんなキャンペーン・メッセージを
送れば効果的なのかを分析する必要があり
ます。そしてその分析をする際にも位置情
報を利用することがより効果的です。これ
までも地図情報アプリケーションを利用し
たエリア分析は行われていましたが、販売
実績データなどの営業分析とは異なるシス
テムでバラバラに分析をすることが一般的
でした。例えば、ある店舗の500メート
ル以内に住んでいる顧客リストと、先月2

回以上購入し、かつ1万円以上購入した
顧客リストは、それぞれ別々に抽出し組み
合わせる必要があったわけです。これでは、
分析する人の柔軟な思考を妨げ分析に時
間がかかってしまうため、試行錯誤がしに
くい状態です。また、500メート以内など
の距離ではなく、渋谷区など地域単位での
分析をしていたのかもしれません。
データウェアハウスのアプライアンスで

あるIBM PureData System for Analytics
［4］の In-Database Analytics 機 能を
利用すると、地図情報分析に利用する距離
計算のロジックなどを並列処理し、販売情
報と組み合わせて簡単にデータを抽出でき
るようになってきました（図２）。
すなわち、ある店舗から500メートル
以内というだけでなく、「青梅街道沿いに
住んでいる」など、地図を見ながらエリア
を選択し、かつ購買情報と組み合わせた
顧客リストを抽出することも簡単にできる
ようになったのです。さらに、この顧客属
性を含めたリストを IBM SPSS［５］など
データ・マイニング・ツールの入力情報に
することにより、分析する人の思考の速度
を妨げることなく、簡単に顧客分析を行う
ことが可能になったのです。

最後に

“ 歩きスマホ ”は危険ですが、乗り物での
移動中にスマート・デバイスを見ている人
は多いはずです。時間に余裕がある時に、
前から欲しかった商品がお得な価格で次
の駅で売っているという情報が届いたら？
これからの時代に合った、楽しく便利に買い
物ができるテクノロジーが、もう既に存在
しているのです。あとは、読者の方々がそ
の中に参加してみるだけです。
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地図情報を活用した顧客分析イメージ

IBM PureData System for Analytics:
3 顧客の購入実績と地図情報を使って

顧客分析を試行錯誤

顧客属性情報と共に地図上に
プロットされた顧客一覧のデータを抽出1 過去3年分の売り上げ明細情報を分析「特定の商品を

多く購入した顧客のうち、キャンペーン実施店舗から
3km以内の距離に住み、１カ月あたりの購入金額が
5万円以上の顧客の一覧を地図上に表示」
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図 2. 地図情報を活用した顧客分析イメージ

http://www.ibm.com/software/jp/websphere/messagesight/
http://www.ibm.com/software/jp/data/infosphere/streams/
http://www.ibm.com/software/jp/data/puredata/analytics/

